
緑汁発酵液添加によるアルファルファサイレージの発酵品質と牛の窒素利用性の改善

［要約］アルファルファロールベールサイレージ調製時に緑汁発酵液（ＦＧＪ）を材

料生草量の0.2～0.4％(v/w)添加することで、サイレージ品質、牛における繊維成分

の消化率および窒素利用性が改善される。

連絡先 ０５９８４－２－２０２９三重県科学技術振興センター

農業技術センター(畜産) 大家畜・調整グループ

部会名 畜産・草地部会 専 門 動物栄養 対 象 家畜類 分 類 普 及

［背景・ねらい］

牧草に付着している乳酸菌を事前増殖させた緑汁発酵液（ＦＧＪ）は、ほとんど経費が

かからず市販乳酸菌製剤と同等の添加効果があることが実験室レベルで確認されている。

そこで、サイレージ調製が難しいと言われるアルファルファ（１番草）をロールベールサ

イレージとして調製し、サイレージ品質への影響と乾乳牛を用いた窒素出納試験からＦＧ

Ｊの添加効果を現場レベルで検討する。

［成果の内容・特徴］

１．ＦＧＪの作成および添加方法は、①アルファルファ材料草100ｇに水200mlを加える。

②家庭用ミキサーで約30秒攪拌後ガーゼでろ過する。③ろ液を約10倍に希釈する。④液

量の２％相当量の砂糖を添加し室温（25～30℃）で２日間培養する。⑤サイレージ調製

時に更に液量の１％相当量の砂糖を加える。⑥ＦＧＪはロールベーラに装着した市販添

（ ） 、 （ ）加剤噴霧装置 設定吐出量：740ml/分 を用いて 材料草原物量の0.2～0.4％量 v/w

を添加する。

２．予乾の有無に関わらず、ＦＧＪ添加により、サイレージのｐＨ、酪酸含量、総窒素に

占める揮発性塩基態窒素の割合（％）が低下し、総揮発性脂肪酸含量と乳酸含量が高ま

り、サイレージの発酵品質が改善される（表１ 。）

３．ＦＧＪを添加したサイレージの乾物、有機物、粗繊維消化率および可消化養分総量含

量は無添加より高い（表２ 。）

４．ＦＧＪ添加サイレージでは、採食後の第一胃内容液のアンモニア態窒素濃度および血

中尿素窒素濃度が低く推移する（図１ 。また、尿中窒素排泄割合が低く、蓄積窒素量）

とその割合が高いほか、微生物態蛋白質合成量の増加を示す尿中アラントイン排泄量も

高い傾向にあり（図２ 、窒素利用性の改善が認められる。）

［成果の活用面・留意点］

１．ＦＧＪは現場レベルでのアルファルファロールベールサイレージに対しても、発酵品

質や飼料利用性の改善効果がある。

２．ＦＧＪの添加に際しては、必要量を均一に散布するための添加噴霧装置を使用する必

要がある。



［具体的データ］
表１アルファルファロールベールサイレージの品質

１） ２）水分 pH 総酸 乳酸/総酸 酪酸/総酸 VBN/TN
調製方法 (％) (mmol/gFW) (％) (％) (％)

ａ ｃ ｃ ａ ａ予乾(無添加) 66.5 5.7 0.23 50.6 34.5 22.4
ｃ ａ ｃ ｂ予乾＋ＦＧＪ 65.7 4.6 0.40 77.8 3.8 17.0２） ａ

ｂ ｂ ｂ ｂ ｃ無予乾＋ＦＧＪ 76.6 5.0 0.34 57.5 17.1 14.1

注)ロールベールの径は90cmで調製日数は95日間、各処理区５ロールの平均
１)揮発性脂肪酸 ２）総窒素に占める揮発性塩基態窒素の割合
ａ,ｂ,ｃ:P<0.05

表２アルファルファロールベールサイレージの化学成分組成、消化率および栄養価

予乾 予乾＋ 無予乾＋ 予乾 １）
項目＼調製法 ＦＧＪ

(無添加) ＦＧＪ ＦＧＪ (無添加)

２）
化学成分組成 消化率・ＴＤＮ

＊ＤＭ %） 32.3 33.0 24.7 ＤＭ 61.9 67.3
３）
(

＊ＯＭ 89.7 88.8 88.8 ＯＭ 64.7 67.0
NSＣＰ 18.2 17.1 16.0 ＣＰ (%) 70.3 71.0

＊ＣＦｉ (DM%) 32.1 30.1 29.1 ＣＦｉ 45.3 52.6

NSＮＦＥ 35.4 37.9 39.6 ＮＦＥ 76.7 80.5
＊ＮＤＦ 48.4 46.0 46.1 ＴＤＮ (DM%) 61.3 65.7

ＮＦＣ 22.4 25.2 25.8
４）

１)ＦＧＪは予乾、無予乾の計の平均値
２)消化試験は３区とも、ｱﾙﾌｧﾙﾌｧｻｲﾚｰｼﾞ、ｵｰﾂﾍｲ、大麦の混合飼料で乾物配合割合はそれぞれ52、33、14％(TDN62％、CP13％)
とし、１日量を9:00と16:00に等分給与し、予備期７日、本試験期３日の全糞採取法による。供試牛はルーメンフィステル
を装着した非妊娠乾乳牛２頭。
３)DM：乾物、OM：有機物、CP：粗蛋白質、CFi：粗繊維、NFE：可溶無窒素物、NDF：中性デタージェント繊維
NFC：非繊維性炭水化物、TDN：可消化養分総量を表す
４)NFC=100-NDF-(CP-NDIN)-EE-Ash
＊：P<0.05 NS：有意差無し

図１第一胃内溶液アンモニア態窒素および血中尿素窒素の経時的推移
注）9:00の給与後に測定。飼料給与後時間の０は給与直前を示す。給与後約30分で完食

a,b,c：P<0.05図２乾乳牛における窒素出納と尿中排泄アラントイン量
注）窒素出納試験は消化試験時に尿も全量採取し実施 （ ）内数値は摂取窒素量に対する割合(％)。
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